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七
月
八
日
の
参
院
選
挙
に
は

〝
み

ん
な
で

投
票

い
た
し
ま
し
よ
う
〟

こ
ん
ど
行
な
わ
れ
る
参
議
院
議
員
選
挙

は
、
私
達
が
六
年
前
、
昭
和
二
十
五
年

六
月
に
選
ん
だ
議
員
が
、
今
年
の
六
月

六
年
間
の
任
期
が
満
了
し
た
の
で
、
新

ら
し
く
私
達
の
代
表
者
を
選
ぶ
選
挙
で

す
。

こ
の
参
議
院
は
国
民
に
よ
つ
て
選
ば
れ

た
二
五
〇
人
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
人
は
全

国
を
一
単
位
と
す
る
全
国
選
出
議
員
で

あ
り
、
残
り
一
五
〇
人
は
都
道
府
県
を

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
単
位
と
し
て
選
出
さ

れ
る
地
方
選
出
議
員
で
す
。

任
期
は
ど
ち
ら
も
六
年
で
す
が
、
そ
の

半
数
を
三
年
毎
に
改
選
す
る
事
に
な
つ

て
お
り
、
今
年
が
ち
よ
う
ど
そ
の
半
数

の
一
二
五
人
を
選
ぶ
年
に
あ
た
り
ま
す

今
度
の
選
挙
は
正
式
に
は
、
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

過
去
三
回
の
結
果
は
他
の
選
挙
に
比
べ

て
い
つ
も
投
票
率
が
悪
く
棄
権
す
る
人

が
多
い
の
が
通
例
で
す
。

今
年
こ
そ
み
ん
な
そ
ろ
つ
て
私
達
の
代

表
を
正
し
く
選
び
ま
し
よ
う
。

な
お
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

選
挙
に
つ
い
て
次
の
事
に
ご
注
意
下
さ

る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま
す
。

1
　
ま
ず
選
挙
人
名
簿
を
た
し
か
め
る

こ
と
。

選
挙
権
が
あ
つ
て
も
選
挙
人
名
簿
に

の
つ
て
い
な
い
と
投
票
す
る
事
が
で

き
ま
せ
ん
。

名
簿
は
出
張
所
に
あ
り
ま
す
か
ら
、

一
度
た
し
か
め
て
下
さ
い
。

2
　
補
充
選
挙
人
名
簿
に
つ
い
て

次
の
人
は
こ
ん
ど
の
選
挙
に
つ
い
て

補
充
選
挙
人
名
簿
を
作
り
ま
す
か
ら

六
月
二
十
五
日
ま
で
に
最
寄
り
の
出

張
所
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

(
イ
)
選
挙
資
格
の
あ
る
人
で
昨
年
九
月

十
五
日
現
在
で
つ
く
つ
た
基
本
選

挙
人
名
簿
に
の
ら
な
か
つ
た
人
。

(
ロ
)
六
月
十
八
日
現
在
で
満
二
十
才
に

な
つ
た
人
。

(
ハ
)
昨
年
六
月

十
七
日
か

ら
足
立
区

に
転
入
し

た
人
(
但

し
引
き
続

き
三
ケ
月

以
上
都
の

二
三
区
内

に
住
ん
で

い
た
人
に

限
り
ま

す
。
)

(
ニ
)
天
災
、
事

変
な
ど
で

や
む
な
く

住
所
を
変

へ
た
人
や

引
揚
者
で

六
月
十
八
日
ま
で
に
現
住
所
に
住

ん
で
い
る
人
で
す
。

3
投
票
に
際
し
て
、
七
月
八
日
の
選
挙

は
前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
地
方

区
と
全
国
区
と
の
二
つ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

投
票
用
紙
は

地
方
区
　
う
す
青
色

全
国
区
　
う
す
ク
リ
ー
ム
色

の
二
色
に
色
分
け
し
て
あ
り
ま
す
か

ら
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
。

な
お
昨
年
九
月
十
五
日
現
在
当
区
の
基

本
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
有
権
者

数
は
十
八
万
九
千
七
百
十
四
人
で
す
。

特 別 区 民 税

第1 期分の納期は6

月30日までです

区役所、梅島支所又は近くの出
張所、郵便局および公金取扱店
にお納め下さい。

足立区の世帯と人口
31. 6. 1現在配給台帳( 消費、生
産世帯を含む) による人口は下
表のとおりです(　) は前月比
増△ は減



区 政 の お 知 ら せ 第95 号 ( 2)

足
立
区
の
財
政
事
情

区
民
の
生
活
安
定
と

福
祉
向
上
に
重
点

予
算
の
概
況

昭
和
三
十
年
度
一
般
会
計
予
算
は
既
に

上
半
期
に
つ
い
て
公
表
い
た
し
ま
し
た

と
お
り
、
国
及
び
都
の
財
政
緊
縮
方
針

に
即
応
し
て
、
経
常
的
経
費
に
つ
い
て

は
全
面
的
に
再
検
討
し
て
、
つ
と
め
て

無
駄
な
費
用
を
節
約
し
て
財
源
の
確
保

に
つ
と
め
、
区
民
の
生
活
安
定
と
福
祉

向
上
の
為
の
事
業
費
を
重
点
と
し
て
当

初
一
応
年
間
予
算
を
計
上
し
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
七
月
に
な
つ
て
二
部
授
業

解
消
の
為
の
校
舎
増
改
築
費
等
の
経
費

を
追
加
計
上
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
九

月
三
十
日
現
在
の
本
区
の
予
算
は
六
億

一
千
十
一
万
余
円
と
な
つ
た
次
第
で
す

更
に
そ
の
後
都
区
財
政
調
整
の
見
通
し

を
得
た
の
で
、
こ
の
財
源
に
よ
つ
て
種

々
の
積
極
的
施
策
実
施
に
要
す
る
所
要

経
費
の
計
上
に
つ
と
め
て
、
三
十
年
十

月
、
十
二
月
、
三
十
一
年
二
月
に
そ
れ

ぞ
れ
追
加
更
正
及
び
追
加
予
算
を
計
上

し
て
三
月
三
十
一
日
現
在
の
最
終
予
算

額
は

一
般
会
計七

〇
八
、
九
六
九
、
八
九
〇
円

特
別
会
計

三
五
、
二
一
四
、
一
八
一
円

計
　
七
四
四
、
一
八
四
、
〇
七
一
円

と
な
り
ま
し
た
。

収
入
と
支
出
の
概
況

イ
一
般
会
計

本
区
の
三
月
三
十
一
日
現
在
の
収
入
済

額
六
一
八
、
八
九
一
、
八
三
一
円
は
予

算
額
に
比
較
し
て
八
七
、
三
%
の
収
入

率
で
前
年
を
四
%
上
回
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
区
民
税
及
び
競
馬
益
金
収

入
を
主
と
す
る
公
営
企
業
及
財
産
収
入

の
増
加
と
特
別
区
財
政
調
整
交
付
金
の

全
額
収
入
が
そ
の
主
な
も
の
で
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
予
算
額
七
〇
八
、
九

六
九
、
八
九
〇
円
に
対
し
て
、
七
八
、

七
%
の
執
行
率
と
な
つ
て
お
り
前
年
同

期
と
比
較
し
て
三
、
八
%
下
回
つ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
六
三
制
整
備
、
校
地
購
入
等

の
学
校
施
設
費
の
財
源
で
あ
る
都
の
補

助
金
が
一
部
未
交
付
に
よ
る
た
め
等
が

主
な
原
因
で
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
既

定
計
画
に
基
い
て
順
調
に
事
務
事
業
を

行
つ
て
お
り
ま
す
。

ロ
特
別
会
計

公
益
質
屋
事
業
は
さ
い
わ
い
区
民
各
位

の
利
用
に
よ
り
順
調
な
経
過
を
た
ど
り

歳
入
　
二
一
、
六
二
六
、
四
四
六
円

歳
出
　
二
一
、
五
八
八
、
二
八
五
円

歳
計
現
金
　
　
　
三
八
、
一
六
一
円

と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
負
担
の
概
況

昭
和
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の

本
区
特
別
区
税
の
現
年
度
及
び
過
年
度

調
定
額
は
二
億
七
千
六
百
六
十
万
余
円

で
同
日
現
在
の
世
帯
数
と
人
口
に
よ
る

区
税
負
担
額
は

一
世
帯
当
り
　
三
、
五
九
〇
円

一
人
当
り
　
　
　
　

八
一
八
円

と
な
り
ま
す
。

財
産
と
一
時
借
入
金
現
在
高

イ
区
有
財
産

九
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
区
有
財
産

は
九
億
一
千
七
百
八
十
一
万
余
円
で
あ

り
ま
し
た
が
九
中
外
十
四
校
の
増
改
築

と
こ
れ
に
伴
う
土
地
、
備
品
等
の
増
加

に
よ
つ
て
十
億
二
千
八
百
八
十
五
万
余

円
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
一
時
借
入
金

本
区
に
お
い
て
は
収
支
に
時
期
的
差
異

を
生
じ
歳
計
現
金
が
不
足
す
る
の
で
一

時
借
入
金
で
ま
か
な
つ
て
お
り
ま
す
が

三
月
三
十
一
日
現
在
借
入
金
は
あ
り
ま

せ
ん
。

む
す

び

以
上
が
昭
和
三
十
年
度
下
半
期
の
本
区

財
政
の
概
況
で
あ
り
ま
す
が
、
御
承
知

の
よ
う
に
財
政
調
整
交
付
金
に
大
き
く

依
存
す
る
本
区
と
し
て
は
い
か
に
し
て

健
全
財
政
を
確
立
し
区
勢
の
発
展
を
は

か
る
か
を
常
に
心
掛
け
、
今
後
財
政
的

に
も
い
く
た
の
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
教
育
、
土
木
行
政
等
建
設
的
な
案

件
に
格
段
の
努
力
を
は
ら
い
、
区
民
福

祉
の
増
進
に
寄
与
い
た
し
た
い
考
え
で

あ
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
も
よ
く
本
区
財
政
の

現
状
を
理
解
下
さ
れ
、
な
お
一
段
の
御

協
力
を
お
願
い
し
て
財
政
事
情
の
報
告

を
終
り
ま
す
。

(
註
)

財
政
調
整
交
付
金
と
は
特
別
区
が
必

要
と
す
る
経
費
の
財
源
に
つ
い
て
、

都
と
特
別
区
の
間
の
財
政
の
調
整
を

行
う
た
め
に
財
源
の
余
つ
て
い
る
特

別
区
か
ら
、
そ
の
余
つ
て
い
る
部
分

を
納
付
金
と
し
て
納
付
さ
せ
、
反
対

に
不
足
し
て
い
る
区
に
対
し
て
そ
の

不
足
分
を
交
付
金
と
し
て
交
付
す
る

し
く
み
に
な
つ
て
い
ま
す
。
足
立
区

は
財
源
の
不
足
し
て
い
る
区
と
し
て

毎
年
こ
の
交
付
金
を
う
け
て
い
ま
す

才

入

状

況

表

才

出

状

況

表
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足
立
区
印
鑑
条
例

七
月
一
日
か
ら
施
行

六
月
十
一
日
招
集
さ
れ
た
区
議
会
で
足

立
区
印
鑑
条
例
が
可
決
さ
れ
七
月
一
日

か
ら
実
施
に
な
り
ま
す
。

以
下
新
に
定
め
ら
れ
た
同
条
例
に
つ
い

て
主
な
点
を
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す

一
、
印
鑑
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
区
内
に
住
み
住
民
登
録
又

は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
者
で
、

一
人
一
個
に
限
つ
て
登
録
を
受
け
る

事
が
出
来
ま
す
。

登
録
の
方
法
は
印
鑑
登
録
申
請
書
に

印
鑑
と
印
鑑
紙
を
そ
え
て
本
人
が
区

長
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
本
人
が
病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
つ
て
自
ら
申
請
で
き
な

い
と
き
は
委
任
状
及
び
そ
の
理
由
を

証
明
す
る
書
類
を
そ
え
て
代
理
人
が

申
請
で
き
ま
す
。

二
、
届
出
印
鑑
の
制
限

次
の
各
号
の
一
つ
に
該
当
す
る
と
き

は
印
鑑
の
登
録
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。

(
1
)
戸
籍
簿
又
は
住
民
票
に
記
戴
さ
れ

て
い
る
氏
名
、
氏
、
名
又
は
氏
及

び
名
の
一
部
を
組
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

(
2
)
職
業
そ
の
他
の
事
項
を
あ
わ
せ
あ

ら
わ
し
て
い
る
も
の
。

(
3
)
ゴ
ム
印
、
そ
の
他
の
印
形
の
変
化

し
易
い
も
の

(
4
)
印
影
の
大
き
さ
が
一
辺
の
長
さ
二

十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に
収

ま
ら
な
い
も
の
。

(
5
)
印
影
の
照
合
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
も
の
。

(
6
)
保
証
の
真
実
性
が
確
認
で
き
な
い

も
の
。

(
7
)
登
録
申
請
が
本
人
の
意
思
で
あ
る

こ
と
を
確
認
で
き
な
い
も
の
。

(
8
)
外
国
人
の
場
合
に
お
い
て
は
、外

国
人
登
録
原
票
に
記
載
さ
れ
て
い

る
氏
名
ま
た
は
、氏
若
し
く
は
名

を
、そ
の
文
字
で
あ
ら
わ
し
て
い

な
い
も
の
並
び
に
(
2
)
か
ら
(
7
)
ま
で

述
べ
た
こ
と
に
該
当
す
る
も
の
。

三
、
登
録
印
鑑
は
次
の
場
合
に
印
鑑
簿

か
ら
消
さ
れ
ま
す
。

(
1
)
登
録
変
更
申
請
又
は
登
録
廃
止
の

届
出
に
よ
り
印
鑑
の
登
録
を
廃
止

し
た
と
き
。

(
2
)
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
死
亡
、

ま
た
は
失
踪
宜
告
を
受
け
た
こ
と

を
確
認
し
た
と
き
。

(
3
)
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
区
外
に

転
出
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
き

(
4
)
婚
姻
等
に
よ
つ
て
二
の
(
1
)
と
(
8
)
に

該
当
し
た
と
き
。

(
5
)
そ
の
他
住
民
票
か
ら
消
除
さ
れ
た

と
き
。

こ
の
条
例
が
施
行
さ
れ
る
際
今
迄
登

録
し
て
い
る
印
鑑
は
前
述
の
二
の
各

号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
昭
和
三
十

三
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
二
ケ
年
以

内
に
登
録
変
更
(
改
印
)
し
な
け
れ

ば
印
鑑
法
か
ら
消
さ
れ
ま
す
。

四
、
法
人
の
印
鑑
登
録
は
七
月
一
日
以

降
は
法
務
局
出
張
所
(
登
記
所
)
で

取
り
扱
い
ま
す
、
現
在
登
録
し
て
あ

る
法
人
の
印
鑑
は
昭
和
三
十
二
年
六

月
三
十
日
ま
で
は
区
で
証
明
を
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
は
印
鑑
簿
か
ら
消

さ
れ
ま
す
。

以
上
詳
し
い
こ
と
、
不
明
の
こ
と
に
つ

い
て
は
最
寄
り
の
出
張
所
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

無
料
区
民
相
談
を

御
利
用
下
さ
い

区
民
の
皆
様
の
た
め
に
産
業
振
興
館
内

に
区
民
相
談
室
を
開
設
し
て
お
り
ま
す

法
律
、
商
工
、
税
務
、
そ
の
他
一
般
家

庭
生
活
に
関
す
る
諸
般
の
問
題
に
つ
い

て
御
相
談
に
応
じ
皆
様
の
今
日
の
悩
み

に
つ
い
て
お
答
え
し
、
明
る
い
生
活
へ

の
御
協
力
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
か
ら
気
軽
に
御
利
用

下
さ
い
。

1
、
法
律
の
御
相
談

毎
月
第
三
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時

2
、
税
と
経
理
の
御
相
談

毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時

3
、
商
工
の
御
相
談

毎
週
木
曜
日

午
後
一
時
～
四
時

4
、
一
般
相
談

毎
日
午
前
九
時
～
午
後
五
時

但
し
土
曜
日
は
午
前
中

区
有
財
産
表

区
民
納
涼
大
会
大
綱
決
る

素
人
の
ど
自
慢
や
花
火
(
二
日
間
)

足
立
区
観
光
協
会
主
催
、
区
、
区
教
育

委
員
会
の
後
援
に
よ
つ
て
、
区
民
の
慰

安
の
た
め
花
火
と
演
芸
大
会
を
二
日
間

に
わ
た
り
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

期
日
は
未
定
で
す
が
八
月
上
旬
の
二
日

間
と
い
う
こ
と
に
な
つ
て
お
り
間
も
な

く
決
る
事
と
思
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年

と
違
つ
て
自
由
に
花
火
や
演
芸
を
見
て

い
た
だ
く
よ
う
、
桟
敷
や
有
料
席
等
は

設
け
な
い
で
、
す
べ
て
無
料
で
す
。
概

要
は
次
の
と
お
り

イ
、
花
火
　
放
水
路
の
北
岸
で
一
〇
〇

発
か
ら
二
〇
〇
発
の
打
上
げ
花
火
を

揚
げ
ま
す
。

口
、
演
芸

放
水
路
南
岸
新
橋
グ
ラ
ン
ド
に
舞
台

を
作
つ
て

第
一
日
目
　
素
人
の
ど
自
慢
大
会

第
二
日
目
　
区
民
芸
能
大
会
を
行
い

ま
す第3次自衛官募集

先
日
締
切
ら
れ
た
第
二
次
募

集
に
引
き
続
い
て
次
の
よ
う

に
第
三
次
募
集
が
行
な
わ
れ

ま
す
。

受
付
期
間

六
月
十
六
日

～
八
月
三
十
一
日

応
募
資
格

十
八
才
以
上
二
十
五
才
ま

で
中
卒
程
度
の
学
力
あ
る

者
受
付
場
所

足
立
区
役
所
総
務
課

詳
細
は
(
8
8
)
四
四
〇
総
務
課
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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カ とハ エのいない町に

退治のこつ
まずふやさぬこと!

ハ エ
卵

窓
に
ア
ミ
を
は
り
汲
取
口
、
便
器
に
は
蓋

を
、
ご
み
は
蓋
の
あ
る
容
器
に

畜
舎
は
い
つ
も
き
れ
い
に

ウジ

D
D
T
、
リ
ン
デ
ン
製
剤
な
ど
を
さ
ん
布

ハ エ

リ
ン
デ
ン
で
い
ぶ
す
か
、
D
D
T

、
リ
ン
デ

ン
の
残
留
ふ
ん
霧

カ
卵

下
水
は
流
れ
を
良
く
し
、
空
か
ん
、
空
び
ん

な
ど
は
雨
水
が
た
ま
ら
ぬ
よ
う
、
水
槽
な
ど

は
金
魚
を
飼
う
か
時
々
水
を
か
え
る

ボーフラ

D
D
T
、
リ
ン
デ
ン
製
剤
な
ど
の

殺
虫
剤
を
ま
く

カ

蚊
取
線
香
、
リ
ン
デ
ン
で
い
ぶ
す
か

D
D
T
、
リ
ン
デ
ン
の
残
留
ふ
ん
霧

卵から成虫になるまで

カやハエがいなくなればこんな利益がある!

カやハエがいなくなれば伝染病は少くなり、カ
ヤをつらずにすみ、国民一人当り約5 ～600 円
のお金が節約できます。
また家畜なども安眠できるので、牛や馬などは
労仂力を増し、乳牛は乳を2 ～3 割多く出し、
鶏は卵を2 ～3 割多く生み豚は平均5 ～6 貫目
も余計にふえます。

毒蛾に御注意
昨年私達をおどろかした毒蛾もそろそろ活動を始めます。
すでに近くの県で沢山の幼虫が木にかたまつ

て盛んに活動しているのを見付けその対策に乗
り出したところもあります。
幼虫は6 月～7 月にかけて成虫( 毒蛾) とな
り、夜になると灯を慕つてとびます。
毒蛾にふれたら石ケン水か水であらい専問医に見て貰いましよう。


